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小林中へ入学して５ヶ月あまりが過ぎました。コロナ禍の影響で，十分な教

育活動を行うことができない中，保護者の皆様には学校・学年の教育活動に対

して，温かいご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

子供たちは初めて経験する状況の中で，「３密を避ける」を守り，「手洗い，うがい，消毒」を厳守しながら，

新しい生活様式に順応しようと取り組んでいます。また，６月下旬より部活動の本入部が始まりましたが，や

はりコロナ禍の感染防止のため，活動制限を余儀なくされました。しかし，その中で少しずつ中学校生活に適

応できるように努力する姿が，たいへん逞しく感じられました。 

以前，明治大学文学部助教授で臨床心理士の諸富祥彦氏が新聞に投稿した記事があり，ここに紹介したいと

思います。思春期に入り，心が不安定になりがちな新中学１年生のいる保護者へのアドバイスです。諸富先生

がカウンセラーとして近隣の中学校に勤務していた時，「期待と不安でいっぱい」と言うセリフがあるように，

カウンセリングルームに顔を出す１年生は，間違いなく不安に押しつぶされそうな表情で，「ちょっぴりの安

心」がほしくて訪れてくるのだそうです。 

そこで口を揃えて出る言葉は「小学校の方が良かった」「中学校は疲れる」「小学校へ戻りたい」という言葉

だそうです。そして，入学式を終え，真新しい制服を着ると，「もう大人なんだから，しっかりしなさい」とい

うプレッシャーを感じると子供たちは言います。 

また，諸富先生は，幼稚園から大学までの学校生活で，友達同士の「ピアプレッシャー（同調圧力）」が最も

強くなり，仲間はずれの危機におびえなくてはならないのが「中学生期」だと述べています。そして，カウン

セラー仲間の話し合いの中で，もし共働きの母親に一時でも仕事をせずに家にいてもらえるとすると，どの時

期が一番家にいてほしいか話し合ったところ，「中学１年生」の時期という意見が最も多かったそうです。心身

の変化が激しく，自分で自分をどう扱えばよいのかわからなくなる，そんな時期に，子供が抱える辛さ，苦し

さに対して，安心して弱音を吐くことができる家族がそばにいることが，子供に安心感を与え，学校でもグッ

と足を踏ん張ることができるのだと述べています。 

コロナ禍で日常生活が極端に制限されている今，子供たちは学習に，部活に，習い事等，大人と同じくらい

心身ともに疲労してくる中で，「とにかく頑張れ」「ちゃんとやれ」と叱咤の言葉ばかりをかけがちですが，「無

理をすることはないんだよ」「弱音を吐いてもいいんだよ」と，そんなメッセージを送ってあげてほしいとも諸

富先生は述べています。 

小学校から新しい世界“中学校”へと生活が一変し，また，コロナ感染が拡大傾

向にある中，その変化に適応した新生活に慣れるのは，もう少し時間がかかるか

もしれません。 

私たち教職員も，学校生活の中で，衛生管理を徹底するとともに，多面的に子供

たちに寄り添い，ご家庭と連携を図りながら，子供の目線に立って教育活動を継

続していきたいと思います。これからもよろしくお願いします。 
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学校での日々の清掃活動は，１５分間です。その１５分間の清掃活動には，様々なその人個人の考え方や行

動の源が見え隠れします。その人の本当の姿が現れると考えます。 

 例えば，通知表の「行動の記録の評価」の項目に「清掃活動」を当てはめて考えると， 

  ①基本的生活習慣 ……… 清掃開始時間に間に合うように行く。 

              きちんと着替えて清掃をする。 

              始めと終わりの挨拶をきちんとする。 

              時間いっぱい清掃をする。       

  ②責任感     ……… 任された清掃場所を最後までしっかりと取り組む。 

  ③思いやり・協力 ……… 班で協力して分担場所をきれいにする。 

              自分の分担場所が終わったら，他の清掃場所を手伝う。 

  ④勤労・奉仕   ……… １５分間の清掃活動に労を惜しまない。 

              進んで他の場所も手伝う。 

  ⑤公共心・公徳心 ……… 清掃用具を大切に扱う。 

など，“たかが清掃，されど清掃”だと思います。 

 １学年の生徒は，日々の清掃がしっかりとできます。それは勉強や部活動をがんばることにも引けを取らな

い素晴らしいことだと感じました。清掃は一言でいうと「ボランティア活動」です。ボランティアは「利益を

求めない，人のために善意を尽くす」ことだと思います。ぜひ，これからもこの姿勢を絶やすことなく，自分

たち１年生が誇れるものとして継続してほしいと思いました。１年生との学校生活で一番感動した出来事でし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

  

給食が終わり，生徒たちの机をひとつずつ回って消毒していると，必ず生徒たちは『ありがとうございます』と

言ってくれます。わたしとしては当たり前に消毒を行っているのですが，感謝の気持ちがすごく伝わってきて，

心が和みます。 



１学期のまとめとして，１学年の各クラスのリーダーに，１学期の反省をしてもらいました。学年，学級での良いところや

これからの課題，自分の感想やリーダーになったきっかけなど，振り返ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜       ＞ 

今，この状況のなか，遅いスタートとなりながらも

こうして皆で集まることができました。 

 １学期を振り返って，良い点が三つあります。一つ

目は授業の発表，二つ目は清掃の取り組み，三つ目は

挨拶です。 

 授業では，積極的に手を挙げる人が多く，自分の意

見を出すことができました。清掃では，自ら汚れてい

るところを見つけ，とても熱心に取り組めました。挨

拶は友達とも授業前の挨拶でも，一人一人が声を出す

ことができました。他にも良い点が増えるように日々

努力しましょう。 

 一方，少し足りていなかった点は，一分前着席で

す。移動教室で着替えや，支度が遅れてしまい，それ

で先生に注意されてしまったりすることがありまし

た。移動教室の際は，五分前には教室を出るように心

がけ，最善を尽くしましょう。 

 今学期には初めての定期テストなどもあり，満足し

た結果が出せた人もいれば，悔しい思いをした人もい

るでしょう。この良い点，足りていなかった点も含

め，良いところは伸ばし，足りないところはできるよ

うに，一人一人が目標に向かって考えをもち，努力を

しましょう。 

 ＜       ＞ 

初めての中学校に行く途中，心臓がバクバクいい，

とても緊張しながら中学校に行きました。最初は小学

校の友達とずっと喋っていました。学校に慣れ始め，

少しずつ北小の人たちと喋り始め，今では普通に喋っ

ています。中学校生活で自分が良いと思ったところは，

思いやりがあり，掃除を真面目にするところです。よ

く仕事を手伝うところや，落とした物を拾ってあげる

ところをよく見かけます。掃除ではみんなあまり喋ら

ないで集中して掃除するなど良いところがたくさんあ

ります。 

 最後に，２学期でがんばりたいところは三つありま

す。 

 一つ目は提出物です。よくやり忘れたり，家に忘れ

たりすることが多いので，２学期では忘れ物をしない

でしっかり期限までに出していきたいです。 

 二つ目は定期テストです。平均点は超えているもの

が多かったけれど，自分はあまり満足できませんでし

た。２学期は学習の仕方を工夫して自分が満足できる

点数をとっていきたいです。 

 三つ目は運動です。自分は全然足が速くないけれど，

テニスなど得意なスポーツをがんばって練習していき

たいです。また筋トレで始めた時は腕立てが全くでき

なかったけれど，最近は少し出来るようになったので，

２学期では完璧にしていきたいです。 

 

 ＜       ＞ 

４月の入学式以来，コロナウィルス感染防止の臨時休校により，楽しみにしていた中学校生活のスタートが

２ヶ月遅くなってしまいました。新しい環境の中で何もかもが初めての連続だったので，新しい環境に慣れる

まで，ここにいる１年生全員がそれぞれ大変だったと思います。 

また６月の末からは部活動も始まり，本格的な学校生活がスタートし，７月 21，22 日には初めての定期テ

ストが実施されました。テストの結果はどうあれ，全員が頑張ったと思います。 

まだ休校期間が明けて２ヶ月ちょっとですが，この２ヶ月の間に私たちはいろいろな経験ができたと思いま

す。中学校はさまざまな面において小学校とは異なり，戸惑うこともありましたが，その分私たち１年生全員

が成長出来たように感じます。２学期もより一層成長できるよう，学年一丸となって頑張りましょう。 

 



  ＜       ＞ 

２０２０年春，不安と期待，そして楽しみにしてい

た中学校への入学が始まろうとしていた４月に，誰も

予想しなかったコロナウィルス。不安だらけの中学校

生活の始まりでした。 

 入学式，翌日からは自宅学習が始まり，勉強や友達

まだ何も知らない中学校への不安だらけの日々でし

た。６月から学校が始まり，少しずつ学校にも慣れ友

達が出来，中学校生活に慣れてきました。中学校では

小学校と比べ授業のやり方も異なり，教科ごとに先生

が変わり，学習内容も難しくなりました。 

 たくさんの先生に学び，先生方の個性豊かな教え方

が楽しく新たな発見をしました。 

 そして楽しみにしていた部活動も始まりました。僕

は吹奏楽部に入部しました。自分の好きなことに打ち

込める３年間を有意義に過ごしたいです。 

  そして，１学期が始まった時に目標にした，１年間

の終わりにクラスの仲間が１Ｂで良かったと思えるク

ラスにしたいという目標ですが，これからの２学期３

学期もクラスの皆と協力して素晴らしいクラスを築き

上げたいと思います。 

 ＜       ＞ 

 僕は１学期を振り返ってがんばったことが２つありま

す。一つ目は学級目標です。 

１年Ａ組で決めた学級目標は「笑顔～笑顔がいっぱい

で仲の良い楽しいクラス」でした。この目標はＡ組のみ

んなが笑顔で楽しく仲良く学校生活が送れるように，１

年Ａ組みんなで一言一言大事に決めました。そしてこの

目標を守るためにみんなが友達になり，仲間はずれもな

いようにがんばってきました。２学期になってもこの目

標が守れるように「笑顔」でがんばっていきたいです。 

 二つ目は定期テストです。初めての定期テストでし

た。今まで習った授業やワークの中から出ました。定期

テストでは数学・国語・英語の三教科，それに理科・社

会，保健体育を加えた六教科が出ました。僕は数学と英

語は満足でしたが２回目の定期テストではそれ以外の教

科を勉強してもっとがんばりたいです。 

 新型コロナウィルスのせいで４月から６月まで休校に

なり，いろいろな行事がなくなったり大変な１学期でし

た。しかし２学期には楽しい行事などがたくさんあるの

で２学期もがんばっていきたいです。 

 ＜       ＞ 

私は小学校の頃から，まとめ役などクラスの代表的

な存在になった事はあまりありませんでした。スピー

チも小さな声で下を向いて喋っていたような気がしま

す。中学校に入りみんなのまとめ役になるということ

に興味を持ち，思い切って議長に立候補しました。は

じめはみんなが自分の声に反応してくれるかが不安で

した。でもみんなは私が前に立つと静かに座っていて

とても司会が進めやすかったです。クラスは主に一分

前着席の呼びかけやあいさつなど，係委員会の役割で

はない人も積極的に呼びかけしているのが見えて，し

っかり協力し思いやりのあるクラスだなと感じまし

た。ですが授業中先生の問いかけに対して反応出来て

いないことが多いです。あいさつだけではなくて，返

事も出来たらもっと良いなと思いました。他には分か

らないところがあれば，男女関係なく教え合っている

ところが見られ，しっかりみんながクラスになじめて

いました。 

 ２学期はスポーツフェスティバルなどの行事がある

ので，そのような場面でも自分から行動できる 

 

 ＜８月９月の予定＞       9月 10日(木) 集金日            

8 月 24日(月)始業式    9月 17 日(木)定期テスト 

8 月 27日(木)職員会議      ２週間前範囲発表 

一斉下校 12:35      職員会議 

8 月 31日(月)弁当持参   9月 18 日(金)代表委員会 

    最終下校 17：45  9月 23 日(水)最終下校               

9 月 1 日(火)弁当給食開始          17：15  

      ～11月 18日  9月 25日(金)  

9 月 7 日(月)            全校協議委員会 

最終下校 17：30  9 月 28 日(月)テスト前 

9 月 8 日(火)教育相談         諸活動停止 

（16日まで）  

9 月 9 日(水)印西漢字    10月 1･2日 

マスター    第２回定期テスト         

避難訓練  

     

 

 ようなクラスにしたいです。そのために私は私自

身が積極的に行動しみんなが真似できるような存在に

なれるよう日々心がけて生活しようと思いました。そ

して，これからも議長として責任を持ってクラスをま

とめられるよう努力したいです。 

 

 


